　　　　　　　　　　　　　※　本日、１５：３０より三重県庁内県政記者クラブにて記者会見を行います。

　　　　　　　　　　

２００６年３月６日

各　位

旭化成ライフ＆リビング株式会社

鈴鹿工場敷地内の地下水調査の結果について

このたび、弊社鈴鹿工場敷地内で「土壌汚染対策法に基づく調査及び措置の技術的手法の解説」（環境省監修：2003年9月発行　以下、今回の方法という。）に基づいた構造の観測井戸を新しく設置し、地下水調査を行ったところ、環境基準値を超える揮発性有機化合物（1,1,1-トリクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン等）が検出されたため、本日三重県に届出いたしました。

敷地境界付近における地下水調査では、上記物質を含む他の有害物質については、すべて環境基準値を満たしているため、近隣にお住まいの皆様への影響はないものと判断しております。皆様には、大変ご迷惑とご心配をおかけいたしますが、関係官庁のご指導のもと、詳細調査を実施し、速やかに揚水浄化等の適切な措置を講じてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

また、かねてより設置しておりました今回の方法に基づいた構造とは異なる観測井戸（以下、旧観測井戸という。）からは、1998年より環境基準値を超えるカドミウムと鉛が検出されておりましたが、県条例（2001年10月施行）についての判断を誤り、届出を行っていなかったことが判明したため、併せて三重県に報告いたしました。これまで、毎年１回の地下水調査を行ってまいりましたが、県条例に基づく届出を怠ってきましたことを、心よりお詫び申し上げるとともに、今後は、適時適切な情報開示に努めてまいります。

なお、今回の方法に基づく観測井戸を敷地境界並びに旧観測井戸のごく近傍に設置し、地下水を分析した結果、カドミウムと鉛は一切検出されておりません。今後は、この旧観測井戸を、今回の方法による観測井戸に置き換えて、地下水を測定し、原因を究明した上で対策を講じてまいります。

　弊社は、近隣の皆様の環境と安全を最優先に考え、関係官庁のご指導のもと、引き続き詳細調査にあたり、原因の究明とともに速やかに対策を講じ、万全を尽くして本件の解決にあたる所存でございます。

記

1.調査の概要

今回の方法で、工場敷地内に下記の通り、逐次新たに観測井戸を設置し（２３ヶ所）、地下水調査を行いました。そのうち５ヶ所から環境基準値を超える揮発性有機化合物が検出されました。ただし、敷地境界における地下水の調査では、上記物質を含む他の有害物質についてもすべて環境基準値内でした。
	
	観測井戸（ヶ所）
	観測井戸

名称
	検出状況
	月日

	全域調査

（第1～3種特定有害物質）
	１２
	No.1～9

C-1～3
	No.3のみベンゼン2倍検出。

その他、全て環境基準値内
	1/12

2/16

	No.3観測井戸を起点

とする詳細調査

（第1種特定有害物質）
	６
	B-1, 2, 5

B-9, 10, 11
	B-1,5は環境基準値内

B-2, 9, 10, 11で環境基準値超

B-9で最大330倍の1,1-ジクロロエチレン等を検出
	2/07

2/15



	工場用地境界確認

（第1種特定有害物質）
	５
	B-3, 4,
B-6, 7, 8
	全て環境基準値内
	2/07

2/13

	合計
	23
	No.3,B-2, 9, 10, 11で環境基準値を超えた
	


第1種特定有害物質：1,1,1-トリクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン等11物質

第2種特定有害物質：カドミウム、鉛等９物質

第3種特定有害物質：ＰＣＢ、農薬等５物質
2.調査の経緯及び結果

１）観測井戸（９ヶ所；No.１～9）を設置し、地下水を採取して特定有害物質（第１～３種）全２５物質の分析を実施したところ、工場用地内東南部の1ケ所（No.3観測井戸）で、ベンゼンのみが環境基準値を超えて（２倍）検出されました。他の８ヶ所では２５物質すべてが環境基準値を下回っていました。（2006.1.12）

2） そこで、No.3観測井戸を起点として土壌ガス調査を実施し、高濃度の場所を特定し、３ヶ所の観測井戸（B-1,B-2,B-5）の設置を追加しました。（2006.1.24）

3） ３ヶ所の観測井戸から地下水を採取し、第１種特定有害物質を分析したところ、２ヶ所は環境基準値内でしたが、残り１ヶ所（B-2）からは揮発性有機化合物（1,1,1-トリクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン等9物質）を検出しました。検出濃度は環境基準値に対して最大95倍（1,1-ジクロロエチレン）でした。
土壌分析（第１種特定有害物質）も実施しましたが、すべて環境基準値を下回っていました。（2006.2.7）

4） 下流側への影響を見るために、観測井戸（B-2）の地下水下流側の工場用地境界に５ヶ所の観測井戸（B-3,B-4,B-6,B-7,B-8）の設置を追加して地下水を採取し、第１種特定有害物質を分析したところ、すべて環境基準値を下回っていることを確認しました。（2006.2.13）

5） 続いて、観測井戸（B-2）の地下水上流側の３ヶ所に新たに観測井戸（B-9,B-10,B-11）を設置して地下水を採取し、第1種特定有害物質を分析したところ、３ヶ所とも環境基準値を上回る揮発性有機化合物を検出しました。その内、B-2から一番近い観測井戸B-9（５ｍ上流地点）で環境基準値に対して最大330倍の1,1-ジクロロエチレン及び30倍の1,1,1-トリクロロエタン等を検出しました。（2006.2.15）
土壌分析（第1種特定有害物質）も実施しましたが、すべて環境基準値を下回っていました。（2006.2.16）

6） 同時に社宅用地東側境界の南北３ヶ所に観測井戸（C-1,C-2,C-3）を設置して地下水を採取し、特定有害物質（第１～３種）全２５物質を分析したところ、すべて環境基準値を下回っていることを確認しました。（2006.2.16）

　　　添付図１：旭化成ライフ＆リビング(株)鈴鹿工場所在地　・・・　資料１頁　　

　　　添付図２：観測井戸の位置詳細　　　　　・・・・・・・・・・　資料１頁　　　　

添付表１：全域調査結果　　　　　・・・・・・・・・・・・・　資料２頁　　

添付表２：No.３観測井戸を起点とする詳細調査結果 　・・・・　資料２頁　　　

添付表３：工場用地境界調査結果　　・・・・・・・・・・・・　資料２頁　　　

3.カドミウムと鉛の調査について
１）前述のように今回の方法による敷地境界を含む全域調査（1２ヶ所：No.1～9、C-1～3）では、カドミウムと鉛は検出されませんでした。

２）今回の方法とは異なりますが、カドミウムと鉛は、測定を開始した1998年から環境基準値を超えて検出されておりました。

３）ただし、今回の方法で更に追加して観測井戸を以下の通り設置し、地下水を測定したところ、カドミウムと鉛は検出されませんでした。（2006.2.16）。

(a)過去に環境基準値を超えていた旧観測井戸①と⑥の直近に新観測井戸（No.10とC-5）

(b)旧観測井戸⑥の周囲３ヶ所に新観測井戸（C-4,C-6,C-7）

4） 従来測定していた旧観測井戸も念のため確認したところ、旧観測井戸①と⑥で環境基準値を超えるカドミウム（環境基準値に対して1.7倍と1.8倍）を検出しました。（2006.3.1）

5） 旧観測井戸は構造が異なりますので、今後旧観測井戸と同一地点に新たに観測井戸を設置して地下水を測定し、その結果を後日ご報告申し上げます。

添付表４：旧観測井戸調査結果（カドミウム、鉛）　　・・・・　資料３頁

添付表５：新観測井戸におけるカドミウム、鉛の調査結果　・・　資料３頁

添付表６：新旧観測井戸と採水法等の違い　　・・・・・・・・　資料４頁

４．今後の実施事項

１）揮発性有機化合物

1 汚染源を特定するため、工場敷地内について概況調査を実施いたしました。今後速やかに必要な箇所の詳細調査を実施し、原因を特定いたします。

2 環境基準値を超える工場敷地内の地下水については、速やかに揚水浄化いたします。

3 環境基準値を超える場所が特定された場合、土壌の浄化のための適切な処置を実施します。

4 工場敷地境界の観測井戸の定期監視を行います。

２）カドミウムと鉛

　　　旧観測井戸と同一地点に新たに観測井戸を設置して地下水を測定し、その結果をもとに三重県のご指導に従って調査を実施いたします。

３）関係法令を再確認し、関係法令に基づいた適切な教育等を実施いたします。

５．検出物質の使用状況

調査の結果、使用状況は添付表７の通りですが、現在はどの物質も使用しておりません。

添付表７：検出された物質の鈴鹿工場での使用状況等 　・・・・　資料４頁

添付表８：検出された物質の環境基準・特徴・主用途 　・・・・　資料５頁
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